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会  議  録 

会   議   名 平成２８年度第３回野田市廃棄物減量等推進審議会 

議題及び議題毎の 

公開又は非公開の別 

「ごみ減量施策等の推進について（第４次答申）」案について

（公開） 

日       時 
平成２９年 ２月 １日（水） 

午後２時から午後２時３５分まで 

場       所 野田市役所 ８階大会議室 

出 席 委 員 

委 員  木村 吉郎  山本 和也  小林 明雄 

 澤田  修  澤田 好子  山中 千春 

 嵯峨山陽子  川嶋 幸子  石原 和子 

 西村 久行  齊藤 達夫  中澤  茂 

 林  元夫  東山 忠義   

 邦夫  柳沢 享二  藤井 愛子 

四方  薫  飯田   池端えり子 

知久  浩  平井 和子  佐藤仲三郎 

欠 席 委 員 
委 員  遠藤美和子  山口 勉司  横川しげ子 

  義守  

事 務 局 

市長 鈴木  有 

環境部長 柏倉 一浩 

環境部次長兼清掃計画課長 牛島 修二 

環境保全課長 坂齊 和実 

清掃第一課長 知久  繁 

清掃第一課主幹兼課長補佐 岡安 雄一 

清掃計画課長補佐 皆川 賢一 

清掃計画課ごみ減量係長 山崎 正幸 

清掃計画課主任主事 長嶋 一浩 

清掃計画課主任主事 新井 由美 

清掃計画課主任主事 茂木 大介 

傍   聴   者 １名 

議       事 
平成２８年度第３回野田市廃棄物減量等推進審議会の会議結

果（概要）は、次のとおりである。 
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１ 開会 

皆川清掃計画課長補佐 

平成２９年２月１日午後２時、開会を宣言した。 

 

会議の成立について報告した。会議の公開及び傍聴並びに会議録及び会議資料の

公開について説明した。会議録作成のため、録音をすることについて了解を得た。

傍聴者がいることを報告した。 

 

２ 会長挨拶 

 

【会長挨拶】 

 

３ 議事 

会長 

議案第１号の説明を求めた。 

皆川清掃計画課課長補佐 

議案第１号、『「ごみ減量施策等の推進について（第４次答申）」案について』

の説明をした。 

Ａ委員 

紙おむつ対策について、最近の紙おむつの製品が高度化し、おしっこをしても肌

さわりが濡れた感じがしないような製品が開発され、本人がおもらし感覚がなく

て、おむつ離れがしにくくなっているということも要因の一つではないかと思いま

す。そうした事情も考慮しながら今回おむつの対象を１年間延長するということに

ついては、関係者には、喜んでいただけるのではないかと思います。また、高齢者

世帯の関係では、４０リットルの袋に一杯では重くて運ぶのが大変だとの指摘があ

りましたが、袋の総量を変えないで枚数で調整するということで、ごみ集積所に運

ぶ力が軽減されるだろうと思います。ごみの量は変わりませんから、集積所に２回

足を運ぶことになるかもしれませんが、これも健康のために、いいのではないかと

認識しています。若い母親であれば、２０リットルの袋の場合両手に持てばバラン

スが取れるので、運びやすいかなと認識しています。水分やアンモニアを含んだ紙

おむつということで、現状では可燃ごみとして回収せざるをえませんけども、適量

を入れてしっかり縛って出すことが必要なのではないか。あまり一杯に入れて出す

と、暖かくなると臭いが出るので、そういうことも配慮してもらう必要があるので

はないかなと思います。また、袋の枚数が増えたということで、ごみを出すときに

一般ごみの分別がおろそかにならないように、減量の視点からの理解、協力という

のは、お願いする必要があると思います。袋を配布する際に関係者に説明していた

だければありがたいなと思っております。あと、永遠の課題といいますか、トイレ

のミニチュア版というべき紙おむつをごみ集積所に置いて、職員が回収するという

ことを考えると、製造メーカーがもう少し工夫が出来ないのか、アンモニアを軽減

する装置とか、いろいろと企業に対して言っていく必要があると思います。いずれ
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にしても紙おむつ対策は、高齢者化社会が進む中では、今後大きな課題となってい

くものですので、我々も認識しながら対応したいと思います。 

牛島環境部次長兼清掃計画課長 

ただ今、御意見を頂きました、２０リットルの袋については、おむつ用というこ

とですので、よく口を閉めるとか、分別が疎かにならないようにということにつき

ましては、市でも積極的に窓口等において啓発してまいりたいと考えております。

また、製造メーカーへの働きかけは、一市町村がメーカーに意見を言ってそれがな

かなか通るかというと難しい面もございます。したがって、千葉県下の市町村がブ

ロックごとに清掃行政に関する部会を構成しています。そういった所で、メーカー

への働きかけへの必要性等を諮ったり、更に機会があれば、国へも県を通じて意見

を挙げていきたいと考えております。 

Ａ委員 

食品ロスの関係につきましては、既に対策をしている飲食店でという話でスター

トしましたが、今回、コンビニとかスーパー等の食料品販売店までを含めて対応を

していくということでございますので、結果としては、野田市の中で飲食関係の店

で、ごみ減量の観点から食品ロスに取り組んでいただけると期待しております。結

果としては、野田市全体のごみ減量に大きく影響するのではないかと認識しており

ます。私たち市民の立場でも、食品ロスの協力店について明らかになるのですか

ら、積極的に利用することで食品ロスの取組を広げる役割を果たすことができるの

ではないかと考えております。今回の答申に基づく取組と共に各家庭での買物、調

理の工夫についても、引き続き、理解協力を頂くことも並行してやっていくことが

大事なのではないかと思っております。 

Ｂ委員 

紙おむつ対策のごみ袋の引換券は、親御さんの方からおむつしているという申出

でもらえ、申出がなければもらえないということなのか。 

牛島環境部次長兼清掃計画課長 

お見込みのとおりでございます。 

会長 

議案第１号について、事務局案のとおりとするか問うた。 

 

【賛成多数により了承】 

 

皆川清掃計画課長補佐 

次回審議会開催を平成２９年４月に予定している旨伝えた。審議予定内容を伝え

た。 

 

【休憩】 

 

会長 

第４次答申書を読み上げ、市長へ手渡した。 
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市長 

答申に対する御礼の言葉を述べた。 

会長 

閉会を宣言した。 

 


